
(学年）第２学年，(教科・科目）国語・国語総合 協働学習

(単元) 物語 『伊勢物語』～筒井筒

(本時のねらい)

平安時代文学の「雅」の精華である『伊勢物語』の中でも，最も有名な章段のひとつで

ある「筒井筒」の第三段落を通読し，和歌の修辞も含め，古語の知識と現代語としての正

しい読解を定着させる。さらに，前時までの学習を踏まえ，登場人物の心の動きを捉え，

和歌に込められた女の心情についても考える。それぞれの設問について自分で答え，それ

を生徒同士で共有し協議することで「主体的・対話的な学び」を目指す。

(ICT活用方法）
・平安時代の風俗・習慣等をより視覚的に分かりやすく説明するために，資料集図版デー

タ等を用いて電子黒板に提示する。

・従来は教師が板書していた本文や現代語訳文を電子黒板に提示し，生徒にはワークシー

トを活用させることでノート作成等にかけていた時間の短縮を図った。知識・読解の指

導を効率化することで，自分で考える時間，班のメンバーで回答を共有し協議する時間

を確保した。

・物語全体の内容の流れを効率的・印象的に復習するために，インターネット上の資料

（YouTubeJP 伊勢物語 第二十三段「筒井筒」）動画を見せた。

(本時の展開)
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・「筒井筒」の動画を見て，物

・三人の登場 語の全体の流れを再確認させる。
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(授業の様子)

平安風俗を視覚的にも確認する 設問に対する答えを班で協議する

現代語訳の解答を代表者が書く 動画を見て内容を復習する

(生徒の反応と課題，改善を要する点)

電子黒板の活用で大幅な時間短縮が図れた分，じっくり班活動に取り組めた。解(回)答

する代表者を随時変更する形態をとったため，人頼みにならず自発的に取り組めた点，班

で協議することで思考が深められた点は良かった。生徒の授業態度も活発で「主体的で対

話的な」学習に近づけたと思う。

時間的な制約もあり，班代表者の発表は口頭のみで行ってきたが，小型ホワイトボード

とタブレットの投影機能を併用したミニ・プレゼンのような取り組みが導入できれば，日

常的な授業でも，より表現力を鍛えることが可能だと考える。




